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２０２７年（Ｒ９）２０２６年度（Ｒ８）

内容
3211211109876543211211109

嘉麻市市民憲章
検討委員会（庁内）

嘉麻市市民憲章
策定委員会

市民憲章のフレーズ募集
検討・実施・集約

パブリックコメント
検討・実施・集約

市民憲章の制定

議会定例会へ
進捗等の報告

備 考：市民憲章の制定後、広報誌、ホームページ等を活用して市民の皆様に広く周知

市民憲章制定スケジュール

－１－

検討・策定 委員選出・準備

検討・実施・集約

検討・実施・集約

通年

制定

第2回 第3回 第4回

第1回 第2回 第3回

※令和８年６月市議会（総務財政委員会）において、令和８年度中の市民憲章制定スケジュールを示していたが、
市民協働のプロセスをさらに重視し、上記のとおりの制定スケジュールに修正するものである。



嘉麻市市民憲章制定進捗について

総務財政委員会資料

令和８年６月

嘉麻市総合政策課

－２－

６月定例議会総務財政委員会再掲
２ページ～１０ページ



１ 嘉麻市市民憲章検討委員会設置要綱

－３－

嘉麻市市民憲章策定委員会設置要綱

（設置）
第１条 嘉麻市市民憲章の制定に関し、必要事項を検討するため、嘉

麻市市民憲章策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事項について必要な検討及び協議を行
う。
(１) 嘉麻市市民憲章の原案に関する事項
(２) 前号に掲げるもののほか嘉麻市市民憲章の制定及び活用に関

する事項
（組織）

第３条 委員会は、委員７人以内をもって組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

(１) 識見を有する者
(２) 公共的団体の代表者
(３) 公募による市民
(４) その他市長が必要と認める者
（委員の任期）

第４条 委員の任期は、第２条の所掌事務の審議が終了したときまで
とする。
（委員長）

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２ 委員長は、会務を総括し、委員会を代表する。
３ 委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あらかじめ委員長が

指名した委員がその職務を代理する。
（会議）

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、
会議の議長となる。

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければこれを開くことができな
い。

３ 委員長は、会議において必要と認めるときは、委員以外の者を出
席させ、意見を聴き、又は必要な書類の提出及び説明を求めること
ができる。

(指名委員による調査等)
第７条 委員会は、必要と認めるときは、委員会が指名する委員（以

下「指名委員」という。）に次の事項を委託することができる。
(１) 関係者への意見聴取に関すること。
(２) その他委員会が必要と認める事項に関すること。

２ 前項の場合において、指名委員は、その結果の概要を委員会で報
告しなければならない。
(庶務)

第８条 委員会の庶務は、総合政策課において処理する。
(その他)

第９条 この要綱に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項
は、委員長が会議に諮り、これを定める。

附 則
この要綱は、公布の日から施行する。



２ 嘉麻市市民憲章検討委員会名簿

備 考職 名氏 名役 職

市 長佐 伯 憲 子委 員 長

副 市 長神 代 昭 彦副委員長

教 育 長伊 東 新 治委 員

福 祉 事 務 所 長梅 井 史 枝委 員

総 務 課 長大 村 輝 生委 員

人 事 秘 書 課 長縄 田 崇委 員

総 合 政 策 課 長小 林 純 一委 員

（地域コミュニティ推進担当）総 合 政 策 課 参 事西 田 俊 輔委 員

教 育 総 務 課 長大 野 明 治委 員

－４－



■ 旧１市３町における特徴

● 旧山田市：山田市民のことば

「郷土愛・自然共生・自己実現・生きがい・福祉育成・心の交流」

● 旧稲築町：稲築町民憲章

「歴史と創造・環境共生・郷土の誇り・人間尊重・未来育成・産業活力」

● 旧碓井町：碓井町民憲章

「郷土の恵み・環境美化・人権連帯・勤労活力・心身の健康・文化教養」

● 旧嘉穂町：嘉穂町民憲章

「伝統と発展・山河愛護・人間尊重・未来開拓・心身の鍛錬・産業振興」

■ 旧１市３町における共通事項

「自然・調和・産業・労働・協働・文化・教育・教養・人権・健康」

３ 旧１市３町の「市民のことば」及び「町民憲章」 ※５～６ページ参照

－５－



２０２６年度

内容
321121110987654

検討委員会設置要綱の
策定

検討委員会議
（原案の検討・決定）

総合計画策定委員会等へ
憲章素案の意見徴収

パブリックコメント

市民憲章 決定・公表

議会定例会へ
進捗等の報告

備 考：パブリックコメントについては広報嘉麻９月号に掲載予定

４ 年間スケジュール

5/18
策定

通年

第２回
6/1

第１回 第３回

－６－

９月１日～
９月３０日



５ 旧１市３町の「市民のことば」及び「町民憲章」 （その１）

－７－

（旧山田市） （旧稲築町）



（旧碓井町） （旧嘉穂町）

５ 旧１市３町の「市民のことば」及び「町民憲章」 （その２）

－８－



６ 嘉麻市自治基本条例（前文）

嘉麻市は、福岡県のほぼ中央に位置し、遠賀川の源流を抱く山々の美しい自然に恵まれ、古くか

ら豊かな穀倉地帯を形成し、農業を基幹産業とする地域として今日に至っています。また、明治

中期以降は、筑豊炭田の一角として、日本の産業エネルギーを支えてきた歴史を有しています。

地方分権が進展する今日、私たちは、多様で個性豊かな地域社会をつくるため、市民一人ひとり

が自ら考え、自ら決め、そして自ら責任をもって市政に参画し、互いに協力して、先人から受け

継いだ豊かな自然環境や歴史、文化を尊び、次の世代を担う子どもたちへ引き継いでいかなけれ

ばなりません。

私たちは、市民が自治の主体であることを基本とし、情報を共有し、互いの立場を尊重し、知恵

と力を出し合い、一体となって協働のまちづくりを進めていくことが必要です。

こうした認識のもと、市民が主体となった自治の実現を図るための基本となる理念や原則を明ら

かにするとともに、市民の市政への参画と協働などを定め、すべての人権が尊重され、豊かで活

力ある嘉麻市を築いていくために、嘉麻市の自治の最高規範として、この条例を制定します。

－９－



７ 第２次嘉麻市総合計画 基本構想（抄）

－１０－


